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2006年9月15日
 

　自民党総裁選をめぐるポイントとして、消費税の引き上げがある。３候補とも、いずれは引き
上げが必要という認識は持っているものの、引き上げ時期などは温度差がある。 
　一方、株式市場で来０７年度の税制改正で注目されるのは、株式譲渡益、配当収益に適用され
ている優遇税率。来年度に期限切れとなるため、金融庁、日証協は延長を求めているが、財務省
は優遇税制延長に反対の立場だ。 
　そもそも優遇税制導入の背景は、株式市場の活性化という大義名分があった。低迷にあえぐ株
式相場を、税制の面からバックアップするという狙いだ。確かに平均株価は０３年４月２８日の
７６０３円（取引時間中）から今年の４月７日には１万７５６３円（同）まで上昇した。財務省
ではバックアップの必要はないという判断をしているのだろう。 
　相場は生き物。生かすも殺すも行政次第。少なくとも、現在の株価水準からして「株式相場が
病み上がりから完全復活した」とは言い切れない。財務省には日本経済における株式市場の重要
性を再認識していただきたい。 
　抗がん剤分野に参入するエーザイ（４５２３）。（小鬼） 
 

 
2006年9月14日
 

　新興市場はニュービジネスの宝庫。ＩＰＯ（新規上場）の際、類似上場企業のない会社や、ど
うやって稼いでいるかよく分からない会社には「目新しさ」という評価ポイントが上乗せされる
ケースがある。 
　１０月６日、東証マザーズに新規上場するＧＣＡ（２１２６）は、報道番組のコメンテーター
としても有名な佐山展夫教授の会社。Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）のアドバイザリー業務を手掛
け、設立から２年半で上場を果たす。市場の一部では「テレビで高貴なこと言ってたくせに、売
り出しでしっかり儲（もう）けて…」とのやっかみも。ともあれ、Ｍ＆Ａは株式市場の主力テー
マだが、銀行や証券会社以外で直接関連業務を手掛ける企業はなかった。 
　ＧＣＡの上場が発表された翌日の今月５日には、Ｍ＆Ａ仲介業務の日本Ｍ＆Ａセンター（２１
２７・マザーズ）が上場承認を受けた（上場日は１０月１０日）。アドバイザリー業務と仲介業
務は根本的に違うのだろうが、比較されるのは必至。「目新しさ」はトーンダウンしたが、両社
とも相場テーマに乗って人気を集めそうだ。（流） 
 

 
2006年9月13日
 

　二十四節気の白露も過ぎ、秋分を待つ今は、暦の上では秋真っ盛り。虫の声がにぎやかで、
清々しい冷気とともに最も過ごしやすい季節である。「四季の鮮明な日本に生まれてよかった」
と思うのは筆者だけではないだろう。 
　日本人は虫の声を左脳で聴くのに対して、欧米人は右脳で聴くという。基本的に右脳は非言語
音を担当しているから、日本人が例外なのだ。このためか、われわれは虫の声を独特の風情とし
て楽しむのに対し、欧米人には単なる雑音にしか聞こえないとか。 
　今月２０日は総理に直結する自民党総裁選挙だ。メディアの論調はまだ「近隣諸国との関係
云々（うんぬん）」が多いが、反日教育の国が相手だけに、関係改善に過度な期待は持てない。
むしろ、最有力の安倍晋三候補が改憲とともに教育改革を打ち出している点に注目したい。 
　近年、モラール（士気）とモラル（道徳・倫理）の低下が著しい。すべてとは言わないまで
も、多くが過度な放任教育に起因する。教育改革で日本人本来の感性を取り戻せれば、日本の将
来も捨てたものではない。次期総理には、そうした繊細さをもって難局に立ち向かってほしい。
（鯰） 
 

 
2006年9月12日
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　自分の会社が敵対的ＴＯＢ（株式公開買い付け）を受けたら？　聖人君子でなければ職場と肩
書の心配が先決で、会社の運命はその後に来る。王子紙（３８６１）の対北越紙（３８６５）Ｔ
ＯＢを機に、本格的な敵対的買収時代が始まるとの見解があるが大いに疑問だ。 
　過去の例でも事実上吸収合併された側の社員が人事処遇で泣かされた事例は枚挙にいとまがな
い。人事の常として、差別は実に隠微な形で行われる。気が付けば生き残っていたのは買収側の
社員と役員ばかり…。格差は設けない、との甘言を真に受けるお人よしはいない。まだまだ年功
序列、同期入社の観念が強い日本の企業社会であり、伝統的な業種ほどその傾向が強いからだ。 
　さらに、マスコミがほぼ一致して王子紙支持だったのと対照的に、北越紙の企業株主はこぞっ
て買い付けに応募しない旨表明した。薄情な会社と思われたら最後、後々どんな形でしっぺ返し
がくるかもしれない、と読んだ経営者が少なくなかったと思われる。 
　以上を日本的企業風土と呼ぶかは別だが、株主価値の向上との理想論が、関係者の保身に打ち
克つのは容易ではないだろう。（鵜） 
 

 
2006年9月11日
 

　「面白い」と思う本にはなかなか出会えない。年に１、２回あるかないかだ。ところが、この
夏は久々に「面白い」と思える本に出会えた。「コルナイ・ヤーノシュ自伝」（日本評論社）。 
　ハンガリーの経済学者で、社会主義システムが機能不全に陥り、いずれ体制転換せざるを得な
いことを、西側世界に亡命することなく東欧圏に居ながら初めて論証した。「机上の空論」に終
わらない実証的な研究で知られ、主著「『不足』の政治経済学」（邦訳絶版）は学術書としてだ
けではなく冷戦終結のきっかけの一つともなった。 
　経済学者の自伝は自慢話か無味乾燥な学説解説に終始して大概面白くない。ところが、「自
伝」は社会主義体制の崩壊と市場経済への移行期を身をもって体験した一知識人の歴史証言とも
読めるし、マルクス主義からスタートしながらも、その後、決別し独自の体系を築き上げた思想
遍歴とも読める。副題は「思索する力を得て」。 
　「思索する力」とは「与えられた条件の中で、“知恵を絞る”力」と読み替えても良い。経済
学者だけでなく知恵を絞る力がなくなれば、企業は生き残れないし成長できない。住友化（４０
０５）。（平理） 
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